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で

。γ
ん

成

物
で
、
県
か
ら
仙
り
て
い
る
も
の
で

す
。市

制
施
行
後
は
、
事
務
の
複
雑
化
に

よ
っ
て
庁
舎
が
せ
ま
く
な
り
、
分
散
し

て
事
務
を
と
っ
て
き
ま
し
た
が
、
新
し

い
時
代
の
市
の
仕
事
を
す
る
の
に
都
合

が
悪
く
、
ま
た
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も

た
い
へ
ん
と
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り

庁
舎
の
建
設
が
強
く
の
ぞ
ま
れ
て
い
ま

し
た
。総

工
費
は

一一
億
二
千
五
百
万
円

新
市
庁
舎
の
敷
き
地
は
、
都
市
計
画

を
す
す
め
て
い
る
国
鉄
魚
津
駅
前
の
釈

迦
堂
地
内
に
あ
り
、
広
さ
は
や
く
一
万

七
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
と
の
う
ち
、

六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
が
公
園
に
あ
て
ら

‘階

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
て
、
の

ベ
而
積
六
千
六
百
五
卜
平
方
メ
l
ト
山
げ

の
庁
舎
は
二
億
円
で
建
設
さ
れ
、
完
成

は
来
年
9
月
初
日
の
予
定
で
す
。

乙
の
ほ
か
、
庁
内
施
設
と
し
て
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、
暖
房
設
備
、
移
動
カ
ウ

ン
タ
ー
、
飾
り
棚
、
自
動
電
話
交
換
機

な
ど
が
や
く
こ
下
五
百
万
円
で
取
り
付

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

窓
口
事
務
を一

階
に
集
中

一
附
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
日

常
生
活
に
関
係
の
深
い
事
務
を
取
り
扱

う
市
民

・
税
務

、
保
健
衛
生
課
な
ど
が

お
か
れ
ま
す
。
二
階
に
は
、
市
長
室
、

助
役
室
や
、
総
務

・
秘
書
人
事

・
財
政

課
な
ど
、
三
階
に
は
、
建
設

・
農
林
土

木

・
都
市
計
画

・
水
道
な
ど
の
事
業
課

と
大
会
議
室
が
あ
り
ま
す
。
四
階
に
は

議
場
、
議
員
控
室
、
議
会

・
教
育
委
員

会
事
務
局
な
ど
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

庁
舎
の
中
央
に
は
、

一
階
か
ら
四
階

に
通
ず
る
十
一
人
来
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ー
農

業

構

造

改

善

事

業

| が
設
け
ら
れ
る
ほ
か
、
便
所
は
水
洗
式

.

で
各
階
の
中
央
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
尾

上
に
は
、
ゃ
く
七
十
平
万
メ
ー
ト
ル
'
の

塔
屋
二
階
が
あ
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
機

械
室
、水
梢
室
、
展
望
室
が
あ
り
ま
す
。

新
市
庁
舎
は
、
新
し
い
時
代
の
都
市

づ
く
り
を
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
セ

ン
タ
ー
と
し
て
面
白
を
一

新
す
る
こ
と

白川
国
・

に
な
り
、
そ
の
完
成
が
ま
た
れ
て
い
ま

す
。

(
写
真

県
で
は
、
9
月

八
+
八
才
の
高
時

H
の

「
倣
話
の

令
者
の
調
査

ヨ

ご

1

1
卜
1
・、

r
ι
E
V
'
L

B
L
F

-

，，J
-

一，，J

才
の
方
の
長
寿
を
例
っ
て
記
念
品
を

贈
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

制
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
明
治
叩

年
9
月
四
日
か
ら
明
治
日
年
9
月
日

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
万
は
、
9
月
刊

日
ま
で
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
と
連

絡
く
だ
さ
い
。

市
庁
舎
完
成
予
組
図
)

い
れ
を
ま
っ
て
工
事
に
着
手
す
る
こ
と

川

に
し
て
い
ま
す
が
、
と
れ
が
完
了
し
ま

川

す
と
、
第

一
次
構
造
改
善
基
縮
整
備
事

川

業
は
一
応
終
わ
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。
t

乙
の
ほ
か
、
農
業
近
代
化
施
設
と
し
川

て
、
今
年
度
は
、
四
十
四

・
五
馬
力
の

州

大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
導
入
が
予
定
さ
れ

川

て
い
ま
す
。

こ
の
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
部
落
利
用
組

川

合
の
運
営
に
よ
り
、
来
年
の
春
か
ら
稼

川

動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
土

川

地
基
盤
整
備
に
よ
る
大
型
回
の
実
現
仁

川

よ
っ
て
、

革
新
的
な
機
械
化
農
業
が
誕

川

生
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

農
業
の
近
代
化
に
よ
っ
て
生
ず
る
余

川

剰
労
力
は
、
り
ん
ご
の
増
反
、
栽
培
管

川

一理
の
集
約
化
に
向
け
ら
れ
る
ほ
か
、

農

川

一業
外
収
入
の
増
大
が
見
込
ま
れ
、
他
産

川

一業
と
均
衡
の
と
れ
た
農
業
に
近
づ
く
も
川

一の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
国
分
け
ん
所
に

?

ジ
!
ブ
型
消
防
車

-

消
防
本
部
で
は
、
消
防
力
の
強
化
を
一

は
か
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
ジ
l
プ
刷
消

防
自
動
車
一
台
を
二
百
万
円
で
購
入
し

経
団
分
け
ん
所
に
配
置
し
ま
し
た
。

こ
の
消
防
車
は
、
せ
ま
い
道
で
も
通

れ
る
小
型
の
も
の
で
す
が
、
大
型
車
と

変
ら
な
い
性
能
を
も
ち
、
総
排
気
量
三

千
八
百
七
十
皿
、
百
二
十
馬
力、

三
段

ダ
l
ピ
ン
ポ
ン
プ
を
そ
な
え
、
最
大
放

水
量
毎
分
ニ

・
ニ
立
万
メ
ー
ト
ル
の
も

の
で
す
。

〈
写
真
新
し
く
配
置
さ
れ
た
消
防
車
)

こ
と
し
は
初
?
"
の
ほ
場
整
備
など

加
積
地
区
(
袋

・
六
郎
丸
)
の
農
業

構
造
改
善
土
地
基
縦
轄
備
事
業
は
、
昨

年
度
、
片
員
に
通
ず
る
県
道
の
南
側

十
四

・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
'が
整
備
さ
れ
、

当
市
で
も
は
じ
め
て
と
い
う
三
ア
ー
ル

の
大
き
な
水
間
が
実
現
し
ま
し
た
が
、

t司~t. 
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市庁令平面図

い
よ
い
よ
新
し
い
庁
舎
が
、

か
年
継
続
事
業
で
建
設
さ
れ
る
と
と
に

な
り
、
8
月
中
旬
か
ら
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
庁
舎
の
建
設
着
工
に
あ
た
り
、
起

工
式
が
8
月
四
日
建
設
現
場
で
関
係
者

ゃ
く
八
十
人
が
集
ま
っ
て
行
な
わ
れ
ま

し
た
。式

は
神
宮
の
お
抜
い
の
あ
と
、
高
野

市
長
が
か
ま
、
工
事
請
け
負
い
の
佐
藤

工
業
菊
戚
常
務
が
シ
ヨ
ベ
ル
を
そ
れ
ぞ

れ
い
れ
、
つ
い
で
市
長
の
鎮
め
物
理
納

が
あ
っ
て
、
工
事
の
無
事
を
祈
っ
て
代

表
者
が
王
山
を
搾
げ
、
式
を
終
わ
り
ま

し
た
。

市
役
所
の
い
ま
の
建
て
物
〈
本
館
)

は
、
明
治
犯
年
に
郡
会
議
事
堂
と
し
て

建
設
さ
れ
、
昭
和
2
年
七
月
魚
津
町

役
場
が
移
転
し
て
、
以
後
、
町

・
市
の

行
政
事
務
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

六
十
六
年
ほ
ど
た
っ
て
い
る
古
い
建
て

布~. ，畢

J平

こ
れ
ら
の
聞
で
は
、
い
ま
実
り
の
秋
を

む
か
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

乙
の
地
区
の
基
盤
整
備
事
業
は
、
三

か
年
で
四
十
五
へ
ク
タ
ー
を
整
備
す
る

と
と
に
な
っ
て
い
て
、
今
年
度
は
県
道

か
ら
北
側
の
経
出
用
水
聞
を
実
施
す
る

予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
人
夫
賃
の
値

上
が
り
ゃ
地
元
農
家
の
要
望
も
あ
っ
て

事
業
を
一
年
繰
り
上
げ
て
、
今
年
度
中

に
、
残
り
全
部
の
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
'を

四
千
二
百
二
十
万
円
で
整
備
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
よ
り

2
百
人
特
ふ
え
る

住
民
登
録
調
査
の
結
果

住
民
登
録
調
査
は
、
6
月

初
日
現
在
で
、
選
挙
人
の
い

っ
せ
い
調
査
と
あ
わ
せ
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
が
、
地
区
別

の
世
帯
数
と
人
口
は
下
表
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
調
査
と
く
ら
べ
て

み
ま
す
と
、
世
帯
数
で
は
二

百
九
十
三
世
情
、
人
口
で
は

二
百
四
十
八
人
が
そ
れ
ぞ
れ

ふ
え
て
い
ま
す
。

地
区
別
の
人
口
は
、
下
野

方
、
加
積
、
上
野
方
、
経
団

道
下
地
区
は
、
昨
年
よ
り
多

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の

地
区
は
減
っ
て
お
り
ま
す
。

地区別 世帯数 人 口
男女計

魚津 3.043 6.262 7.149 13.411 
下中島 516 1.168 1.177 2.345 
上中島 343 803 880 1.683 
松 倉 432 1.021 1.049 2.070 
上野方 322 705 797 1.502 
下野方 1.314 2.404 2.892 5.296 
片貝 384 930 973 1.903 
加積 922 1.769 1.985 3.754 
道 下 1.679 3.425 3.643 7.068 
経田 1.088 2.382 2.483 4.865 
天 神 245 598 636 1.234 
四布施 394 1.001 962 1.963 
合計 10.682 22.468 24.626 47.094 

盲
目
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ヤ

予

防

接

種

該
当
者
は
、
昭
和
刊
年
7
月

1
日
か
ら
引
年
5
月
別
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
、

ご一

回
受
け
ま
す
。
昨
年
三
凶
受
け

た
万
は
一
回
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

来
春
、
小
学
校
に
入
学
さ
れ

る
お
子
さ
ん
は
、
第
二
回
目
に

受
け
て
く
だ
さ
い
。

注
射
代
金
は

一
回
に
つ
き
五
十
円

で
す
。

校

下

第

一一
川

第
二
山
第
三
川

白

倉

9
月
7
日
9
月
お
白
川
月
初
日

大

町

8
日

mu
日

初
日

上
中
島

・
8
H

mm
日

初
日

道

下

8
日

却
日

初
日

経

m

9日

初
日

引
日

村

本

9
日

m
H

引

u

総

愈

9
け

初
日

剖
日

天

神

9
日

初
日

M
日

片

貝

ロ
白
川
月
3
日

M
日

本

江

ロ
自

3
日

お
日

加

積

日
日

4
日

お
日

凶
布
施

日
日

4
日

お
日

上
野
万

日
日

4
日

お

日

住

吉

M
H

5
日

初
日

接
種
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校

で
、
受
け
付
け
時
間
は
午
後
1
時
か

ら
2
時
ま
で
で
す
。

住

民

検

診

結
核
の
早
期
発
見
を
目
的
に
住
民

検
診
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、

三
十
五
才
以
上
の
方
は
胤

汗
測
定
を
、
六
十
五
才
以
上
の
方
は

尿
の
検
査
を
行
な
う
と
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

八
魚
津
V

9
月
5
日
H
荒
町
芝
山

医
院
前
〈
午
前
刊
時
i
午
後
3
時
)

9
月
6
日
H
水
族
館
前
(
午
前
四

時
!
午
後
3
時
)

9
月
ロ
日
H
上
口
保
育
園
前
(
午

前
日
時

i
午
後
3
時
)

9
月
日
日
H
桃
源
寺
前
ハ
午
後
ロ

時
却
分
l
午
後
3
時
)

9
月
M
日
H
諏
訪
浦
会
館
前
(
午

前
日
時
i
午
後
3
時
)

9
月
日
日
リ
北
電
前
(
午
後
1
時

i
3
時
)

9
月
四
日
H
港
商
事
前
(
午
後
1

時
i
3
時
)

八
住
吉
V

9
月
6
日
H
官
律
神
社

(
午
前
日
時

i
u
時
)
川
縁
ク
ラ

プ
(
午
後
1
時
i
2
時
)
住
吉
保

育
園
(
午
後
2
時
却
分
i
4
時
)

〈
上
中
島
V

9
月
7
日
H
湯
上
北

電
湯
上
分
所
石
倉
宅

(
午
後
ロ
時

却
分
i
2
時
)
出
小
林
宗
作
宅

(
午
後
2
時
却
分
i
4
時
)

八
道
下
V

9
月
日
日
H
小
川
間
住

宅
広
場
(
午
前
日
時
i
H
時
)

9
月
日
日
H
岡
仏

谷

竜

一
宅
前

(
午
前
叩
時

i
H
附
)
記
念
社

宅
親
和
会
館
前
(
午
後
ロ
附
却
分

i
3
附〉

9
月
幻
日
H
青
島
社
宅
(
午
前
日

附
i
ロ
時
)
道
下
保
育
闘
(
午
後

1
時
1
3
時
)

八
本
江

V

9
月
刊
日
日
本
江
澗
造

前
(
午
前
日
時

i
u
附
)

9
月
四
日
H
谷
川
運
送
自
前
(
午

前
叩
時
i
ロ
時
)

八
経
問

V

9
月
初
日
H
経
閃
漁
協

前
(
午
前
日
時

t
u時
)
経
団
連

絡
所
(
午
後
1
時
1
3
時
)

9
月
別
日
U
常
願
寺
前
(
午
前
日

時

i
u時
)
経
団
連
絡
所
(
午
後

1
時

1
3
時
)

八
加
積
V

9
月
お
日
日
弘
法
湯
前

(
午
前
叩
時

i
u時
)
上
村
木
宮

の
前
(
午
後
1
時

t
3時
)

m月
刊
白
H
横
枕
ク
ラ
プ
(
午
前

刊
時

i
u時
〉
袋
荒
地
宅
(
午
後

1
時
i
2
時
)
加
積
公
民
館

(午

後
2
時
羽
分
i
3
時
却
分
)

子
宮
ガ

ン
の
集
団
検
診

申
し
込
み
は
早
め
に

県
成
人
病
予
防
協
会
で
は
、
ガ
ン

予
防
運
動
の

一
つ
と
し
て
、
金
沢
大

学
医
学
部
産
婦
人
科
教
室
の
専
問
医

を
招
き
、
子
宮
ガ
ン
の
早
期
発
見
と

治
療
の
た
め
検
診
を
行
な
い
ま
す
。

受
検
を
希
望
さ
れ
る
万
は
、
早
め
に

魚
津
保
健
所
ま
た
は
市
役
所
保
健
衛

生
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
検
診
日
時
H
9
月
M
日

午

前

9

時
i
午
後
3
時
却
分

マ
場
所
H
H
魚
浬
保
健
所

マ
対
象
H

三
十
五
才
以
上
の
女
子

マ
人
員
H
申
し
込
み
順
に
百
名
程
度

マ
費
用
H

一
人
二
百
五
十
円

マ
申
込
期
日
H
9
月
ロ
日
ま
で

福
祉
年
金
の
支
払
い

6
日
か
ら
郵
便
局
の
窓
口
で

老
令
、
障
害
、
母
子
福
祉
年
金
は

9
月
6
日
か
ら
郵
便
局
の
窓
口
で
支

払
わ
れ
ま
す
。

支
払
い
に
必
要
な
年
金
証
書
は、

9
月
1
日
か
ら
市
役
所
で
お
渡
し
し

ま
ず
か
ら
、
さ
き
に
お
渡
し
し
た
保

管
証
(
は
が
き
の
半
分
ぐ
ら
い
の
紙

片
)
と
、
印
鑑
を
も
っ
て
市
民
課
年

金
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

永
久
選
拳
人
名
簿
を

ご
覧
く
だ
さ
い

9
日
ま
で

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
永
久
選

挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
9
月
9
日
ま
で

(
毎
日
8
時
叩
分
i
午
後
5
時
)
行

な
っ
て
い
ま
す
。

市
役
所
内
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
で
、
あ
な
た
の
お
名
前
が
名
簿

に
載
っ
て
い
る
か
い
ち
ど
械
か
め
て

く
だ
さ
い
。
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モ

ノ、

タ

連
絡
に
よ
り
、
い
ち
早
く
現
場
に
急
行

し
て
被
災
者
を
病
院
へ
運
び
、
そ
の
生

命
を
守
る
の
が
仕
事
で
す
。
原
則
と
し

て
次
の
よ
う
な
場
合
に
出
動
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
火
災
、
水
災
に
よ
る
け
が
人
が
あ
っ

た
と
き
。

マ
交
通
事
故
に
よ
る
負
傷
者
が
あ
っ
た

と
き
。

マ
学
校
、
公
園
、
各
種
運
動
競
技
場
に

お
い
て
、
け
が
人
が
あ
っ
た
と
き。

一、
j車

一
急

・
救

一
λν

、

一
急

一一場
一
現

一

助
Hm

一
事

一
真

-
写

-
〆，、、

マ
工
場
ま
た
は
、
大
衆
が
集
ま
る
場
所

で
、
け
が
人
が
あ
っ
た
と
き
。

マ
非
常
事
変
、
そ
の
ほ
か
の
災
害
に
よ

る
け
が
人
が
あ
っ
た
と
き
。

マ
犯
罪
に
よ
る
負
傷
者
が
あ

っ
た

と

き
。
た
だ
し
、
欝
察
側
の
要
請
が
あ

っ
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

マ
そ
の
ほ
か
必
要
と
認
め
た
と
き
。

以
上
の
よ
う
な
救
急
事
故
が
お
き
た

と
き
の
連
絡
に
は
、

一
一
九
番
ま
た
は

ご
局

O
二
九
五
番
を
ご
利
用
く
だ
さ

1
0
 

'νu
・

1 IfII出動2.8日に

イ

ク

の

保

険

m月
1
日

か

ら

強

制

加

入

に

昭和41年 9月 1rJ発行

自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
の

一
部
が

1
日
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
正
さ
れ
、
原
動
機
付
自
転
車
(
総
排

マ
:・
原
動
機
付
自
転
車
も
責
任
保
険
の

気
量
百
二
十
五
C
C
以
下
の
二
輪
車
な
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
、
運
行
の

ど
)
に
も
こ
の
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
朋
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な

に
な
り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。
こ
の
責
任
保
険
は
8
月

乙
れ
は
、
近
年
、
自
賠
法
の
対
象
外

1
日
か
ら
9
月
初
日
ま
で
は
、
任
意

で
あ
っ
た
原
動
機
付
自
転
車
に
よ
る
事
加
入
期
間
で
す
が
、
叩
月
1
日
か
ら

故
の
被
害
が
ふ
え
て
い
る
た
め
、
乙
れ
は
強
制
実
施
と
な
り
ま
す
。

ら
被
害
者
に
対
し
て
も
、
自
動
車
事
故
マ
・:
原
動
機
付
自
転
車
に
責
任
保
険
を

に
対
す
る
被
害
者
と
同
じ
保
護
を
与
え
か
け
る
と
、
保
険
会
社
か
ら
保
険
証

る
こ
と
な
ど
、
改
正
が
行

な

わ

れ

た

も

明
書
と
ス
テ
ッ
カ
ー
が
交
付
さ
れ
、

の
で
、
そ
の
お
も
な
内
容
は
次
の

と
お
こ
れ
を
携
行
あ
る
い
は
表
示
し
な
け

り

で

す

。

れ

ば

運

行

の

周

に

供

す

る

乙

と

が

で

マ
:・
原
動
機
付
自
転
車
を
運
行
に
供
す

き

ま

せ
ん
。

る
も
の
が
、
他
人
の
生
命
ま
た
は
身

マ
・
:m月
1
日
か
ら
、
原
動
機
付
自
転

体
を
害
し
た
場
合
に
は
、
無

過

失

責

車

に

ひ
き
逃
げ
さ
れ
た
場
合
、
お
よ

任
に
近
い
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
乙

ぴ
無
保
険
の
原
動
機
付
自
転
車
に
よ

と
に
な
り
ま
す
。
乙
の
規
定
は
8
月
闘
い
っ
て
損
害
を
受
け
た
場
合
は
、
政
府

ぐ第241号〉

午

後

9
時

を

。
消

防

の

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
の
不
注
意
か
ら

起
こ
る
も
の
で
す
が
、
寝
る
前
に
い
ち

ど
火
の
元
を
確
か
め
て
い
た
だ
く
た
め

9
月

1
日
か
ら
、
消
防
の
時
聞
を
設
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

H

消
防
の
時
間
H

は
午
後
9
時
で
す
が

各
ご
家
庭
で
は
、
こ
の
時
間
い
っ
せ
い

に
火
の
元
の
点
検
を
実
施
し
て
、
火
災

予
防
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
何
日
午
後
9
時
に

サ
イ
レ
ン
を
一
分
間
吹
・附
す
る
ほ
か
、

消
防
自
動
車
で
市
内
を
巡
回
し
、
お
や

す
み
前
の
火
の
元
確
認
を
呼
び
か
け
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

9
月
叩
日
の
大
火
を
記
念
し

消

防

演

習

時

日
H
V

H
H
O
 

昭
和
白
年
の
大
火
か
ら
十
年
た
ち
ま
し

た
。
消
防
本
部
で
は
、
二
度
と
あ
の
よ

う
な
災
禍
を
く
り
返
え
さ
な
い
よ
う
に

と
、
防
火
思
想
普
及
の
た
め
、
9
月
間

目
、
消
防
車
十
六
台
、
消
防
団
員
二
百

五
十
名
が
参
加
し
て
消
防
演
習
を
行
な

い
ま
す
。

こ
の
日
午
後
8
時
、
真
成
寺
町
か
ら

出
火
、
南
の
風
十
メ
ー
ト
ル
'に
あ
お
ら

れ
て
、
村
木
小
学
校
付
近
の
民
家
に
飛

ぴ
火
し
、
大
火
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
の

組
定
で
、
真
成
寺
町
、
金
浦
町
、
村
木

地
内
で
、
消
火
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

…
国
民
健
康
保
険
税
第
二
期
一

一

納

期

限

は

9
月
初
日
で
す
一

一
瞬
に
し
て
千
五
百
戸
を
焼
失
し
た

一

ひ

え

の
処

理

一

接

待
望
の
県
道
的
問
l
入
脅
線
一

国

民

借

金

引

リ

:れ
れ
い
え
邸

一
帯

の
舗
装
工
事
が
す
す
め
ら
れ
、

一

E
E二
F
i--4
f匂

M

・S
.、

迷

惑

に

な

ら

な

い

よ

う

に

一
舟

日
カ
魚
津
士
場
前
か
ら
仏
国
地

一

:
i

近
年
、
農
家
の
労
働
力
不
足
の
た
め

一
な
ん
内
ま
で
の
延
長
千
四
百
メ
l
ト

か
、
水
田
の
か
た
抜
き
取
り
後
の
処
理
一

一線

一

wが
て
費
七
百
二
十
五
万
円
で

、

一
益
三

近
く
完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

が
怠
り
が
ち
で
、
用
水
に
捨
て
た
り

一

¥日

一

ノの

た
。
来
年
度
は
、
ひ
き
つ
づ

-
道
路
に
捨
て
ら
れ
る
方
が
あ
-
り
ま
す
。

一

¥
〈

魚
津

・
東
滑
川
目
刻
の
箆
線
ヒ
仁
u
p
ま一

一

一
~
き
経
田
地
内
ま
で
の
舗
装
が
予

昨
年
5
円
か
ら
引
山
ざ
い
川
て
川
ま
レ
リ
一
こ
れ
は
お
互
い
に
迷
惑
に
な
る
こ
と
で

一
涼

一
定
ぎ
れ
て
い
ま
す
。

ー
一
す
か
ら
、
種
子
が
散
ら
ば
ら
な
い
よ
う

一
魚

A

ま
た
、
県
道
大
谷
|
荒
町
線

が
、

8
月
1
日
に
高
架
橋
の
上
り
線
が
一

、

一

|
一
に
ひ
え
を
一
か
所
に
集
め
て
焼
却
す
ξ

一
道

の
国
道
八
号
線
十
字
路

(友
道

開
通
し
た
の
に
つ
づ
き
、
東
滑
川

・
角
一
な
ど
し
て
、
今
後
の
省
力
と
増
産
の
た
一

県

地
内
)
ト
ら
大
谷
組
泉
方
面
に

川
信
号
場
開
ゃ
く
二
千
五
百
メ
ー
ト
ル
'
一
め
、
農
家

ωみ
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
一
延
長
ゃ
く
二
百
三
十
メ
l
ト
戸

の
複
線
化
工
事
が
終
わ
り
、

8
月
初
日
一
願
い
し
ま
す
。

一
が
百
五
十
万
円
で
舗
装
工
事
が
始
め
ら

か
ら
列
車
が
運
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
二
i
l
-
-
I
ll
i
-
-
I
ll

-
れ、

9
月
中
に
完
成
す
る
こ
と
に
な
ワ

い
っ
ぽ
う
魚
津

・
烈
部
聞
の
複
線
化

一

三
児
童
ク
ラ
ブ

第
二
凶
魚
津
市
で
い
ま
す
。

も
す
す
め
ら
れ
、

8
月
4
日
に
片
貝
川

一

巳
童
j

.

大
:
(
写
真
舗
装
さ
れ
た
県
道
魚
津
|

鉄
橋
付
近
で
起
工
式
が
あ
り
ま
し
た
o

一

を

表

彰

配、

!
わ
十

V

入
善
線
)

乙
の
線
憎
工
事
区
間
は
、
ゃ
く
五
キ
ロ

一

木
小
学
校
に
、
ゃ
く
千
れ
が
参
加
し

で
、
現
狂
線
の
山
側
に
上
り
線
を
総
工
一
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
優
良
児
童

一
費
六
億
九
千
万
円
で
敷
設
す
る
乙
と
に

一

ク
ラ
ブ
と
し
て
、
問
ツ
葉
児
童
ク
ラ

判
明
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

一
な
っ
て
お
り
、
開
通
は
昭
和
必
年
刊
円
一
プ
(
道
下
校
下
)
、
日
の
出
児
童
グ

一
の
予
定
で
す
。

一

ラ
プ
(
村
木
校
下
〉
、

文
化
町
児
童

マ
・:
ま
た
、
保
険
金
支
払
限
度
額
も
、

一

一

死
亡
百
五
判
万
円
、
死
亡
に
歪
る
ま

一

(
写
真
、

一
ク
ラ
ブ
(
本
江
校
下
)
が
連
合
会
長

で
の
傷
害
五
十
万
円
、
傷
害
五
十
万

一

惚
線
化
さ
れ
た
早
月
川
鉄
橋
)

一

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

円
、
後
遺
障
害
七
万
円
i
百
五
十
万

一

|
|
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-

円
に
引
き
七
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一

い

ろ

い

ろ

の

紛

争

は

マ
・:
農
耕
作
業
用
小
型
特
殊
自
動
車
(
一

い
わ
ゆ
る
耕
う
ん
機
)
は
、
事
故
が

一

裁

判

所

の

調

停

で

解

決

し

ま

し

ょ
う

き
わ
め
て
少
い
こ
と
か
ら
法
仰
の
対

↑

象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
し
，
-a
f

プ

?

一
八
調
停
と
は

V

金
を
貸
し
た
が
返
し
ま
、
裁
判
所
の
窓
け
へ
行
っ
て
お
話

社

間

的

問

印

刷

十

品

川

刊

行

一

て
く
れ
な
刊
明
山
比
啄
を
明
佐

n
Uな
れ
ば
、
受
け
付
け
か
ら
書
類

む
)
で
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
果
険

L
一

し
て
く
れ
f
u

t」

g
Hに
は
ね
ら
の
作
成
ま
で
、
み
な
さ
ん
の
便
宜
を

{

地

一

れ
て
け
が
を
し
た
か
ら
治
療
代
が
ほ
は
か
つ
て
お
り
ま
ず
か
ら
、
お
気
軽

は

一
年
契
約
で
、
二
下
五
ヨ
凹
卜
nJ
で
一一

し
い
。
親
子
や
夫
婦
の
閥
が
う
ま
く
る
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

す
。

]

一

-

一

行
か
な
い
。

:-ji--・
こ
う
し
た
い
八
秘
密
は
守
ら
れ
る

V

も
ち
ろ
ん
調

な
お
、

強
制
実
施
の
附
卯
か
近
っ
き

一

ろ
い
ろ
の
争
い
ご
と
の
問
題
を
裁
判
停
は
非
公
開
で
す
か
ら
、
関
係
の
な

ま
す
と
、
申
し
込
み
が
多
く
な
り
、
話

一

官
と
調
停
委
員
と
が
仲
に
立
っ
て
、

い

人

に
は
知
ら
れ
る
心
配
は
あ
り
ま

明
書
の
交
付
が
遅
れ

一

譲
り
合
い
の
精
神
で
円
満
に
解
決
し
せ
ん
o

テ
1
プ
ル
を
問
ん
で
、
く
つ

る
こ
と
も
予
慰
さ
れ

一一

ょ
う
と
い
う
制
・
皮
で
す
。
ろ
い
だ
気
持
ち
で
話
し
合
う
こ
と
が

ま
す
の
で
、
早
め
に

一一
八
調
停
の
口
頭
受
却
に
つ
い
て

V

日
で
き
ま
す
。

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

一一

常
生
活
土
、

調
停
で
解
決
し
た
万
が
(
富
山
裁
判
所
、
富
山
調
停
協
会

一
ょ
い
と
思
わ
れ
る
争
い
ご
と
が
あ
れ
富
山
司
法
懇
話
会
)

東
滑
川

t
角
川
(信
)
聞
の

複
線
化
工
事
終
わ
る

酒
類
は
税
務
署
長
の
免
許
が
な
い

と
造
つ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
勝
手
に

造
る
と
罰
金
が
料
せ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
密
造
酒
の
譲
り
渡
し
、
譲
り
受
け

所
持
は
、
い
っ
さ
い
禁
止
さ
れ
て
お

り
ま
ず
か
ら
違
反
の
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
て
く
だ

ざ
い
0

.

而
同
買
っ

家
庭
で
造
っ

、一

3
3

(

て
も
よ
い
酒
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
で、

梅
酒
な
ど
大
き
く
宣
伝
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
法
律
で
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
酒
類
の
消
費
者
が
、
み
ず
か
ら
消

費
す
る
た
め
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
'
分
二

十
度
以
上
の
酒
類
(
通
常
焼
ち
ゅ
う

が
使
用
さ
れ
て
い
る
)
に
狛
類
と
栴

や
み
か
ん

(
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
、

き
し

ゅ
う
み
か
ん
、
な
つ
み
か
ん
、

に
限
る
)
す
も
も
(
ぼ
た
ん
き
ょ
う

を
合
む
)
か
り
ん
、
い
ち
ご
、
に
ん
に

く、

く
こ
、
し
そ
、
く
わ
、
ま
た
た

密

造

を

な

く

し

ま

し

び
、
さ
る
な
し
、
と
ち
、
ぐ
み
を
混

ぜ
る
行
為
は
酒
類
の
製
造
と
は
み
な

さ
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
た
と
え
、
ア
ル
コ
ー
ル
分
二
十

度
以
上
の
酒
類
と
糖
類
と
を
使
用
し

自
己
の
飲
用
に
す
る
た
め
に
造
っ
た

も
の
で
も
、
ぶ
ど
う
と
か
、
り
ん
ご

寄

付

三

万

円

同

町

鹿

野

雄

吉

(亡
父
重
次
郎
殿
の
ど
遺
志
に
よ
る
)

一

万

円

田

万

町

守

谷

良

雄

(亡
祖
母
み
つ
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

一
万
円

新

版

屋

町

石

崎

清

(亡
父
由
次
郎
、
亡
母
ハ
W
般
の
ご
遺

志
に
よ
る
〉

五

千

円

金

屋

町

西

尾

正

存

(亡
母
ち
か
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
ゾ

五

千

円

六

郎

丸

川

西

長

一

(亡
父
源
作
殿
の
ど
遺
志
に
よ
る
)

五
千
円
大
町
小
学
校
昭
和
十
年
皮
革

業
生
二

・
一
会
一
同

三
下
凶
百
円
大
海
古
野
子
ど
も
会

よ

な
ど
、
掲
名
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を

使
用
す
る
と、

密
造
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
糖
類
と
梅
な
ど
掲
名
さ
れ
た

も
の
を
使
用
し
て
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
'

分
二
十
度
以
上
の
酒
類
を
使
用
し
な

い
と
、
こ
れ
も
密
造
に
な
り
ま
す
。

法
律
の
規
定
ど
お
り

造
っ
て
も
、
他
人
の
た

め
に
造
っ
た
り
、
営
業

-
)

用
に
造
る
こ
と
は
許
さ

も
・

れ

ず

、
あ
く
ま
で
も
自

分
が
飲
む
た
め
に
、
自

分
が
造
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ぶ
ど
う
や
り
ん
ご
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
が
、
違
反
の
な
い
よ
う
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

(
魚
崎
伴
脱
務
署
)

夫
婦
一
万
円
年
金
/

乙
ん
ど
国
民
年
金
法
の
改
正
で
、

二
十
五
年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合

に
、
そ
の
人
に
支
給
さ
れ
る
老
令
年

金
の
額
が
、
月
五
千
円
に
増
額
さ
れ

ま
し
た
。

国
民
年
金
で
は
、
普
通
の
場
合
、

ご
主
人
と
奥
さ
ん
の
二
人
が
、
国
民

年
金
の
強
制
被
保
険
者
に
な
り
ま
す

の
で
、
夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
年

間
保
険
料
を
納
め
ま
す
と
、
六
十
五

才
か
ら
老
令
年
金
が
、
そ
れ
ぞ
れ
五

千
円
あ
て
支
給
さ
た
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
二
人
の
年
金
を
あ
わ
せ

ま
す
と

ω
夫
婦
一
万
円
の
年
金
H

が

支
給
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

昨
年
改
正
さ
れ
ま
し
た
厚
生
年
金

保
険
で
は
、
加
入
被
保
険
者
の
標
準

報
酬
月
額
を
平
均
し
た
場
合
に
、
支

給
さ
れ
る
老
令
年
金
額
が
、
月
あ
た

り
一
万
円
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
厚

生
年
金
で
は
、
直
嬢
加
入
し
て
い
る

人
に
だ
け
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
の

で
、
奥
さ
ん
な
ど
に
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
ご
主
人
と
奥

さ
ん
と
二
人
に
支
給
さ
れ
る
老
令
年

金
の
額
は
、
結
果
的
に
厚
生
年
金
と

国
民
年
金
と
で
は
同
額
と
な
る
わ
け

で
す
。

電
話
料
金
の
払
い
込
み

金
融
機
関
で
も
ど
う
ぞ

電
話
使
用
料
金
の
払
い
込
み
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
方
が
電
話
局
の
窓
口
で

支
払
い
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
金
融
機

関
で
も
払
い
込
み
を
す
る
万
法
が
あ
り

ま
す
。
お
気
軽
る
に
近
く
の
金
融
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
魚
津
局
の
金
融
機
関
利
用
一
部

は
低
く
、
兆
陸
地
区
で
下
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
(
電
際
電
報
電
話
局
、

1
1
9

月
l
l

日
曜
・
祝
祭
日
の
当
番
医

4
日
H
鈴
木
医
院
①
10
1
1
7

日
日
H
長
谷
川
医
院
①
H
1
1
1
6

日
日
H
渡
部
医
院
②
1
0
0
1
4

m日
H
森
本
医
院
①
|
1
2
5
3

n日
H
大
崎
医
院
①
1
0
3
0
1

お
日
H
扇
谷
医
院
①
1
1
0
8
2

な
お
、
当
番
医
ど
依
頼
の
際
は
、
ま

ず
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
へ
と
都
合
を

お
問
い
合
せ
の
う
え
、
都
合
の
悪
い
場

合
、
当
番
医
に
ど
連
絡
願
い
ま
す
。

国
保
被
保
険
者
証
は

忘
れ
ず
医
師
の
窓
口

ヘ

ワ
・・・
お
医
者
さ
ん
で
診
療
を
受
け
る
と

き
は
、
必
ら
ず
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
を
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
と
き
で
も
そ
の
都
度
被
保
険

者
証
を
窓
口
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
:・
被
保
険
者

一社は
、
あ
な

た
の
病
気
が

な
お
る
ま
で

診
療
を
受
け

る
こ
と
が
で

き
る
た
い
せ

つ
な
身
分
一
社

明
書
で
す
。

府司3弘
ξ三三三二三当 l弘

精
薄
者
施
設

「
セ

i
ナ

l
苑
」
で
き
る

県
精
神
薄
弱
者
育
成
会
で
は
、
大
沢

野
町
に
精
神
薄
弱
者
援
護
施
設
「
セ
l

ナ

l
苑
」
の
建
設
を
す
す
め
て
い
ま
し

た
が
、
9
月
1
日
か
ら
開
所
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の

「
セ
l
ナ

l
苑
'一
は
、
原
則
と

し
て
、
十
八
才
以
上
の
者
が
入
所
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
入

所
者
の
長
所
を
正
し
く
伸
ば
し
、
生
活

へ
の
意
欲
と
自
信
を
持
た
せ
る
た
め
の

生
活
指
導
や
職
業
訓
練
(
農
耕
、
プ
ロ

ッ
ク
、
畜
産
、
園
芸
、
工
作
、
手
芸
、

家
庭
課
)
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

自
用
は
食
事
代
一
日
百
四
十
四
円
で

保
護
位
借
や
低
所
得
世
情
は
免
除
さ
れ

ま
す
。入

所
を
希
望
さ
れ
る
万
は
市
社
会
福

祉
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
施
設
は
中

・
重
度
の
精

禅
者
を
一
生
収
容
で
き
る
よ
う
逐
次
コ

ロ
ニ
ー
(
精
薄
村
)
と
し
て
発
展
す
る

乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

9
月
の
必
乙
う
会
は
4

日

(日
)
月
形
橋
ま
で
や

く
六
キ
ロ
を
歩
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
参
加
希
望
者
は
、
午
前
8
時

羽
分
ま
で
市
役
所
前
へ
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

歩
こ
う
会


